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第１章 計画の策定趣旨及び位置づけ 

１ 計画の策定趣旨

近年、人口減少や少子高齢化がより進行し、私たちの社会にも変化もたらしており、少

なからずこれらの現象は、地域における様々な問題にも影響を与えています。

又、毎年様々な自然災害が日本各地で発生しており、『防災』が地域の話題にあがるよ

うになり、住民同士の助け合いが重要との認識が広まりつつあります。

日常生活においては、SNSなどの普及により人間関係にも多種多様な広がりがみられ、

情報取得だけでなく情報発信がより手軽に可能となってきている中で、価値観や習慣、地

域住民の人間関係にも変化があり、より広範囲の新しい人間関係も生まれています。

一方、多様化する人間関係のなかで、住民同士の「ふれあい」が薄まっていることは、

地域福祉活動にも少なからず影響を与えています。

このような時代の変化も受け入れながら優しい街づくりをしていくためには、地域で生

活を営む住民同士のつながりを再確認し、より密接に支えあい・助け合うことが大切とい

えます。

  平成 26 年 3 月に 6 ヵ年計画で策定した第 2 期の「秋葉区地域福祉計画・地域福祉活動

計画」をこの度検証し、さらに秋葉区が心豊かにいきいきと過ごせる地域になるよう第 3
期の計画を策定しました。

２ 計画の位置づけ

  「秋葉区地域福祉計画・地域福祉活動計画」は、社会福祉法第 107 条に規定される「市

町村地域福祉計画」に位置づけられるものです。 

  新潟市では地域密着型の福祉計画として、行政区ごとに計画を策定しており、秋葉区に

おいては「秋葉区区ビジョン・まちづくり計画」に沿って区の目指す方向を定め、事業を

進めてきました。

 『福祉』について  

「福」も「祉」もともに「しあわせ」や「ゆたかさ」を意味する言葉です。 

      「地域福祉」とは、社会のすべての人たちが幸福で安定した生活を送るうえ 

で、個人や家族だけでは解決できない生活上の問題や課題を解決するために、 

地域住民や地域組織などがともに助けあう「共助」、政策・制度に基づき行 

政などが支援を行う「公助」のことを言います。  
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 ＜他の計画との関係＞ 

３ 地域福祉計画と地域福祉活動計画について

  「地域福祉計画」は、地域の福祉環境の基盤整備や施策プランを立てる行政計画であり、

「地域福祉活動計画」は、社会福祉協議会（社協）が中心となって地域福祉の担い手であ

る民間団体や住民などの活動行動をまとめた計画です。

  この二つの計画は地域福祉を進めるうえで互いに補完・補強しあう関係であることから、

一体として取り扱い、策定を行いました。

３つの都市像 

①市民と地域が学び高め合う，安心協働都市

・「地域」が主役となり，ずっと安心で安全な

暮らしの実現を目指します。 

②田園と都市が織りなす、環境健康都市 

・「大地」の持つ力を最大限に活用し，新潟に

しかない豊かな暮らしの実現を目指します。

③日本海拠点の活力を世界とつなぐ 

 創造交流都市 

秋葉区区ビジョンまちづくり計画

 花と緑に囲まれた，笑顔咲きそろう，

にぎわいのあるまち 

◆楽しく元気なまちなかとやさしさの

あるまち 

・みんなが支え合い，健康でいきいきと

暮らせる，やさしさのあるまちを目指し

ます。 

 人がつながり，ともに支え合

う，やさしいまち 

①明るく元気な地域づくり 

②安全で安心な地域づくり 

③健康で豊かな地域づくり 

④相談しやすい体制づくり 

新
潟
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
合
計
画

新潟市障がい者計画・障がい福祉計画

・障がい児福祉計画 

新潟市地域包括ケア計画 

新潟市子ども・子育て支援事業計画 

新潟市健康寿命延伸計画 

新潟市自殺総合対策行動計画 

関連 整合性 

具
体
化

にいがた未来ビジョン 

秋葉区地域福祉計画・

地域福祉活動計画

福祉・保健分野の計画 
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●地域福祉を総合的かつ計画的に推進するための行政計画としての 地域福祉計画

  ●地域福祉の担い手である地域住民や福祉活動を行う団体等が策定する 

民間団体・住民レベルの活動・行動計画 ⇒ 地域福祉活動計画 

両計画が地域福祉を進めるうえで互いに補完・補強しあう関係にある 

両計画を一体として取り扱い策定する 

地域で 
地域福祉計画       暮らす人たち       地域福祉活動計画

   （行政計画）      （自助・互助）     （民間団体・住民が策定）
 【住民・行政協働】     地域福祉計画への      【住民主体】 
                 参画・提言 

公助のレベルでの                  共助のレベルでの 
   地域福祉の推進     地域福祉活動計画      地域福祉の推進 
                策定・実行    

政策（住民・行政・社会福祉協議会が共有） 

〈新国際カレッジ 坪井真 研修会資料を参考〉 

 また、本計画では『自助』『互助』『共助』『公助』の視点を盛り込みながら、秋葉区全体

で地域福祉を推進し、住みよい地域づくりに取り組む提案もしています。

自助・互助・共助・公助の相関図

  ■自分のことは自分でする          ■ボランティア活動

  ■市場サービスの購入            ■住民組織の活動

               自助       互助

               共助       公助

  ■介護保険などの              ■公的（税）による福祉事業等

   社会保険制度やサービス            生活保護制度等々
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４ 計画の期間

  本計画の期間は、令和 3 年度から令和 8 年度までの 6 年間で、必要に応じて見直しを

行います。
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新潟市地域福祉計画では第 2 期地域福祉計画の基本理念・基本目標を踏襲しながら、「本市の現

状」や「国の動向」を踏まえ、以下のとおり基本理念と基本目標を定めます。この基本目標・基

本理念は、地域共生社会の実現という考え方を加え、市民全体で取り組んでいくことを表現して

います。

1 基本理念 

新潟市に住み慣れた人も、新潟市民になったばかりの人も、あるいはこれから新潟

市で暮らす人も、子どもからお年寄りまで、障がいのある人もない人も「だれも」が、

ただ暮らすだけではなく、人と人、人と社会がつながり、支えあうことにより、個人

の尊厳と多様性を尊重し、その属性に関わらず、自分らしく地域で暮らし、活躍でき

る「福祉の都市（まち）『にいがた』」を、地域住民・地域団体・行政・関係機関を含

む「みんな」の力で創造していくという考え方を表現した新潟市地域福祉計画の基本

理念です。

2 基本目標 

地域住民、社会福祉事業者、社会福祉活動従事者（以下「地域住民等」という。）

が主体となって課題を抱える人に気づき、また、性別や年齢などの属性に関わらず、

お互いを認めあい、支えあうことにより、本人のみでなくその属する世帯や、自ら声

を上げることができない人を含む新たな気づきを見つける意識を醸成するという考

え方を表現した基本目標です。

1 お互いを認めあい、支えあう意識を持った地域づくり 

みんなで創ろう だれもが人や社会とつながり 支えあい 

自分らしくいきいきと暮らせる福祉の都市（まち）『にいがた』 

第 2 章 新潟市地域福祉計画基本理念・基本目標
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地域において、福祉・介護・介護予防・保健医療・住まい・就労・教育に関する課

題や、社会的孤立、日常生活を営みあらゆる分野の活動に参加する機会が確保される

上での各般の課題を、包括的に受け止める体制を整備し、地域住民等や行政といった

「だれも」が、地域の一員としてネットワークを作ることにより、地域住民等が主体

的に発見した課題を抱える人・世帯を受け止め、協働して支援する地域を作っていく

という考え方を表現した基本目標です。

地域住民等が、「支える」「支えられる」という一方向の関係性でなく、それぞれの

個性を生かし、役割を持って活躍することのできる地域を作っていくという考え方を

表現した基本目標です。

気づき、つながり、受け止め、だれもが役割を持って活躍し、本人の意思を尊重し

た支援を続けるためには、安心・安全に暮らし続けられる地域が必要であり、そのよ

うな地域を作っていくという考え方を表現した基本目標です。

◎基本目標における「地域づくり」の考え方 

「地域」は単にエリアを指すのではなく、その地域の住民・地域コミュニティ協議

会や自治会などの組織及び生活環境を含む意味で使っています。 

担い手や人材の育成、ネットワークづくりについても、この「地域づくり」に含ま

れています。 

2 だれもが地域の一員としてつながり、受け止め、協働する地域づくり 

3 地域住民等が役割を持って活躍できる地域づくり 

4 自分らしく安心・安全に暮らし続けられる地域づくり 
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第 3章 秋葉区の現状と課題 

 １ 秋葉区の概況

秋葉区は新潟市の南東に位置し、新潟市 8区の中で西蒲区、北区、南区に次ぐ面積 

（95.38  ：令和 2年）で、全市域の約 13％を占めています。 

区の東西は阿賀野川、信濃川の二大河川

に 囲まれ、北には小阿賀野川、そして南に

は新津丘陵が広がる自然豊かな地域です。 

かつて石油・鉄道のまちとして栄え、現

在は花き花木、園芸の産地として全国的に

有名です。 

アザレア、ボケ、サツキ、寒梅を中心と

する鮮やかな花たちが「地域」を彩り、毎

年関東や東北方面に数多く出荷されていま

す。 

（1）人口と世帯数・世帯人数 

  秋葉区の平成 20 年から令和 2 年の 3 月末の人口を比較すると、平成 26 年度から減少

傾向が強まっており、過去 12 年間で約 1,600 人、約 2％減少しています。一方で世帯数は

約 3,800 世帯、14％増加しています。 

新潟市地区別人口・世帯数 

区 
     人口 （人）    世帯数 （世帯） 

平成 20 年 平成 26 年 令和 2年 平成 20 年 平成 26 年 令和 2年 

北 区 78,181 76,850 73,598 26,143 27,784 29,327

東 区 138,839 138,888 136,113 55,107 58,795 61,485

中央区 171,800 175,909 174,346 77,945 83,653 87,243

江南区 68,837 69,313 68,451 23,496 25,649 27,353

秋葉区 78,391 78,189 76,751 26,468 28,455 30,248

南 区 48,001 46,564 44,402 14,278 15,176 16,229

西 区 154,927 157,333 156,098 60,790 65,323 68,751

西蒲区 63,187 60,290 56,247 18,828 19,798 20,604

総 数 802,163 803,336 786,006 303,055 324,633 341,240

（資料：住民基本台帳 各年 3月末現在）

- 7 -



 1 世帯当たりの人数では、下記表のとおり減少傾向にあります。 

  ＜1 世帯当たりの人数＞ 

人口が減少し世帯数が増加することにより、１世帯当たりの人数が減少していることを考

慮すると、今後ますます“地域”における住民同士の助けあいや支えあいが重要になってく

ると考えられます。 

（2）昼夜間人口 

(4,450)
(9,646)

58,966 

(553)

(10,826)
(2,232)

(14,059)
(4,888)

北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区

区別 昼間人口と夜間人口の差

94.17% 92.99%

132.09%

99.2%

85.91%

95.11%
91.37% 91.6%

北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区

区別 昼夜間人口比率

H20 H26 R2

2.96 人 2.75 人 2.54 人 

出典：国勢調査（H27）

出典：国勢調査（H27）
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昼間と夜間の人口の差を見ると、秋葉区は西区に次いで日中の区外への流出人口が多

い区となっており、その傾向は近年さらに高まっています。 

人口比率では秋葉区は約 14％の流出人口があり、普段は家族と同居している年少者や

高齢者、また支援を要する人も、日中は仕事などで同居の家族が不在となるため、独居

と同様の状態になる人の割合が高くなることが考察できます。 

このことからも、日頃からの地域住民同士のつながりを、さらに強める工夫が大切に

なると考えられます。 

（3）年少人口・高齢者人口・高齢者世帯 

年少人口・高齢者人口・高齢者のみの世帯数 

市・区 

総人口 年少人口 高齢者人口 総世帯数 高齢者のみの世帯 

  １４歳以下 ６５歳以上 ６５歳以上 

人 人 比率 人 比率 世帯 世帯 比率

市（平成 20 年度） 802,163 106,735 13.3% 176,849 22.0% 303,055 56,527 18.7%

秋葉区 78,391 10,339 13.2% 19,496 24.9% 26,468 5,342 20.2%

市（平成 26 年度） 803,336 101,103 12.6% 205,422 25.6% 324,633 75,326 23.2%

秋葉区 78,189 10,022 12.8% 21,581 27.6% 28,455 6,952 24.4%

市（令和 2年度） 786,006 94,119 12.0% 220,786 28.1% 340,823 96,044 28.2%

 北区 73,598 8,699 11.8% 21,785 29.6% 29,308 8,162 27.8%

 東区 136,113 16,315 12.0% 37,745 27.7% 60,262 17,418 28.9%

 中央区 174,346 20,210 11.6% 44,911 25.8% 87,729 23,942 27.3%

 江南区 68,451 8,888 13.0% 19,301 28.2% 27,755 7,667 27.6%

秋葉区 76,751 9,396 12.2% 22,989 30.0% 30,238 8,891 29.4%

南区 44,402 5,162 11.6% 12,579 28.3% 16,198 3,880 24.0%

西区 156,098 19,529 12.5% 43,833 28.1% 68,686 20,265 29.5%

西蒲区 56,247 5,920 10.5% 17,643 31.4% 20,594 5,809 28.2%

（資料：住民基本台帳 各年 3月末現在） 

秋葉区の14歳以下の年少人口は、令和2年3月末時点で総人口に占める割合が12.2％

となっており、平成 20 年 3 月末時点から継続して減少傾向にあります。 

  令和 2 年 3 月末時点での高齢化率（65 歳以上人口の比率）は、秋葉区が 30.0％と市

内で西蒲区に次いで 2番目に高い数値となっています。 

  また、秋葉区の高齢者のみの世帯（65 歳以上）は、平成 20 年度から 12 年間で約 3,500

世帯が増え、全世帯の 29.4％が高齢者のみの世帯となっています。 
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  年少人口比率と高齢者人口比率を見ると、高齢者人口比率が年少者比率の 2.34 倍と

なっています。 

（4）将来推計人口

推計人口は、全区で減少の見込みとなっており、秋葉区は令和 12 年には約 70 千人とな

り、平成 27 年の人口より約 7千人が減少する推計値となっています。 

人口減少率も市内 8 区のなかで秋葉区は 91.2％で 3 番目に高くなっていますが、65 歳以

上の増加率は 105.4％一番低くなっています。人口は推計のとおり確実に減少の方向に向か

っており、更なる対策を実施する必要があります。 

また、令和 7 年には、いわゆる団塊の世代が全て 75 歳以上となるため、人口減少ととも

に、年齢構成も高齢者の占める割合が高くなります。高齢者においては健康寿命の延伸が重

要ですが、全ての区民が健康に過ごせるよう、健康づくりに取り組む必要性があります。 

21 24 

37 
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46 53 

19 22 
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13 15 

43 49 

18 
20 

76 70 

138 
127 

184 184 

69 64 
77 70 
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H27 R12 H27 R12 H27 R12 H27 R12 H27 R12 H27 R12 H27 R12 H27 R12

北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区

（千人）

出典：平成２７年度国勢調査結果を基準として推計

区別将来推計人口
0～14歳 15～64歳

- 10 -



（5）要支援・介護認定者

 秋葉区の令和 2年 3月 31日現在の介護保険制度における要支援・要介護認定者数は、
4,598人（40歳から 64歳までの第 2号被保険者の認定を含む）です。このうち、65歳
以上の認定者数は 4,522 人で、高齢者全体に占める認定率は 18.8％で、8 区の中では、
中央区、西区、江南区に次いで高い傾向にあります。

介護の認定を受けている中の要支援と要介護の認定者の割合をみると、8 区ともに  
約 7割が要介護認定者となっています。

（6）障がい者手帳所持者

区別障がい者手帳所持者数 （人） （令和 2年 3月 31 日現在） 

項目 新潟市 北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区 

身体障害者手帳所持者数 28,970 2,835 5,175 6,055 2,471 2,765 1,698 5,660 2,311 

療育手帳所持者数 5,684 577 1,060 976 523 620 369 1,113 446 

精神障害者保健福祉手帳

所持者数 
6,995 680 1,337 1,451 578 667 403 1,401 478 

手帳所持者 合計 41,649 4,092 7,572 8,482 3,572 4,052 2,470 8,174 3,235 

身体障がい者・療育・精神障がい者の各手帳については、秋葉区では令和 2年 3月 31
日現在で 4,052人が所持しており、秋葉区の人口の約 5％を占めています。
ノーマライゼーションを推進していくために、何らかの障がいを持ちつつ地域で生活

している人への理解を深め、ともに支えあう気持ちをさらに大切にするように努めてい

かなくてはなりません。

また、障がいなどの手帳を所持している人のみでなく、地域の高齢者や妊産婦、乳幼

児など、支援を必要としている住民へもあたたかい思いやりの気持ちが持てるような地

域づくりが求められています。

各区の 65歳以上の要支援・要介護認定率 

（65 歳以上人口に占める割合） 
（令和 2年 3月 31 日現在） 

区 北区 東区 中央区 江南区 秋葉区 南区 西区 西蒲区 

認定率 18.64% 18.58% 19.68% 18.99% 18.77% 18.59% 19.08% 18.70% 

要支援認定率 5.39% 50.9% 5.55% 4.87% 5.00% 5.05% 5.54% 5.21% 

要介護認定率 13.25% 13.50% 14.13% 14.12% 13.77% 13.54% 13.53% 13.49% 
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（7）子育て環境

秋葉区の令和 2年 3月現在の 0歳から 5歳までの乳幼児数は 3,390人で、その約半数
以上の 2,185人が保育園に入園しています（区外入園等の誤差を含む）。
秋葉区では核家族化がすすみ、1世帯当たりの平均人数が 3人を割り込んでいること

から、保育園や幼稚園のほか、地域全体での子育てや、子育て中の親の支援に取り組ん

でいく必要があります。

（8）生活保護

生活保護の保護率（全世帯における生活保護受給世帯の割合）については、6 年前に
比べて明らかに増加傾向にあり、この傾向は秋葉区のみでなく、市全般の傾向でもあり

ます。

ただし、秋葉区は 8 区の中では、低値となっており、令和 2 年 3 月末時点の保護率
は、14.4‰（1,000世帯当たり 14.4世帯）となっています。
また、高齢化や高齢者施設が増加されたことなどの影響から高齢者の生活保護受給世

帯が、年々増加しています。 

生活費などに困窮しているが、どうしたらよいか困っている人を生活保護の相談に結

びつけるといった周囲のあたたかい見守りの目と、橋渡しの役割などが大切になってき

ています。

（9）虐待（高齢者・障がい者・児童 など）

高齢者・児童ともに虐待の相談件数は増えています。また最近、障がい者への虐待を

心配する相談も寄せられています。虐待で、即座に解決に至るということは少なく、当

事者に添いながら経過を見ていくことも多いため、新規の相談と合わせて年々数は増え

る傾向にあります。

深刻な事態になる前に、近所の人をはじめ関係するさまざまな人たちから気になった

時点での早めの相談が大切な支援になります。

また、介護や支援を要する高齢者や障がい者の家族や、育児をしている親が地域で孤

立することのないよう、地域ぐるみで気軽に声をかけたり話をするといった何気ないこ

とが大切な支援となります。
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（10）健康

   健康に暮らしていくためには、日ごろから健康を意識した生活習慣と早期発見・早期

対応が大切です。

   令和元年度の新潟市での特定健康診査（以下、特定健診）受診率の平均は 36.5％であ
り、秋葉区は 38.8％でした。国民健康保険加入者の約 3 人に 1 人以上が受診している
ことになりますが、特定健診の目的を考えるとまだ低い数値であり、今後さらに受診率

を上げる必要があります。

   また、新潟市の特定健診受診者のうち約 4 分の 1 が、メタボリックシンドロームの
該当者もしくは予備群となっています。

   特定健診の受診者の増加とともに、早めに生活習慣の見直しや改善をすることによっ

て、より健康な生活を目指す必要があります。

資料：新潟市算定

※健康寿命            ＊平均余命年数は市町村別生命表（H22：厚生労働省）による 

また、健康寿命のデータでは、新潟市は男女ともに全国平均を下回っています。平均

寿命だけでなく、健康寿命を延ばし充実した生活が送れるようにしたいものです。

   そのために、特定健診などの健診を定期的に受診することや介護予防に取り組むなど

の対策をとっていく必要があります。個人で取り組むことも大切ですが、家族や地域で

一緒に取り組めるような工夫が求められています。

17.23 17.19
20.49 20.55

1.51 1.77

3.31 3.90

10
12
14
16
18
20
22
24
26

全国平均 新潟市 全国平均 新潟市

男性 女性

健康な期間 健康でない期間年

※65歳時点の平均余命年数のうち、日常生活が自立している期間（年数）と自立していない期間（年数）を表す
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（11）自殺

新潟市の自殺者数は、全国と同様、年々減少する傾向にありますが、自殺死亡率（人

口 10万人当たりの自殺者数）は政令市の中で高い水準で推移しています。
   市では、平成 31年 3月に「第 2次新潟市自殺総合対策行動計画」を策定し、関係機
関・団体とのさらなる連携強化を図りながら、「誰も自殺に追い込まれることのない社

会」の実現を目指し、効果的な自殺総合対策を推進しています。

   秋葉区における自殺については、自殺に関する統計の分析から、次のことが見えてき

ました。

    ・年代別では 40歳代から 60歳代の人が多い
    ・時間帯では朝方（午前 4時～8時）が多い
    ・84％の人は同居の家族がいる
    ・確認できる範囲の原因・動機（わかる範囲で）は、健康問題、家庭問題、経済・

生活問題の順で多い

複数の原因・動機が重なって自殺に追い込まれることが多いため、自殺予防において

は、周囲の人の SOS に気づき、声をかけ、話を聞くという支援とともに、適切な相談
機関につなぐ等の関係機関・団体との連携が必要です。
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２ 地域からの課題 

  令和 2年度に地域福祉懇談会を、区内 11コミュニティ協議会で実施しました。その中
で、下記のような共通の課題が浮かび上がってきました。

・『人口減少』で地域活動が継続できなくなってきている 

・地域の行事に次世代が参加しない    ・世代交代や世代間交流が難しい 

・自治会間の広域的な交流が少ない     ・福祉活動への男性参加が少ない 

・住民どうしの繋がりが希薄になってきている。 

これらは、特定の地域に限らず多くの地域から出た課題です。これからの人口減少社会

に、どの様に向き合い地域活動を継続していくかが重要になってきます。 

秋葉区内 コミュニティ協議会名 

１ 新津中央コミュニティ協議会 

２ 新津西部コミュニティ推進協議会 

３ 荻川コミュニティ振興協議会 

４ 満日コミュニティ協議会 

５ 新津東部コミュニティ協議会 

６ 阿賀浦コミュニティ協議会 

７ 小合地域コミュニティ協議会 

８ 金津コミュニティ振興協議会 

９ 新関コミュニティ協議会 

10 小須戸小学校区コミュニティ協議会 

11 山の手コミュニティ協議会 
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３ 課題のまとめ 

地域づくりについて 

近隣との交流 

秋葉区の概況に示したように、地域は明らかに高齢化社会に進んでいます。また、働

く年齢層は秋葉区外へ仕事などに出かけるため、昼夜間人口比率でみても他区に比べ高

く、日中はさらに高齢者や障がい者、子どもの占める割合が高くなります。 

日中このような状態で、安心・安全な地域であるために、地域住民同士が気軽に声を

かけあい、必要な時に相談機関が対応できる地域づくりが大切になります。 

また、サービスを必要とする人には、介護保険や障がいサービスなどの公的サービス

がよりスムーズに導入できることと、より連携したサービス提供ができるよう、本人・

家族はもちろんのこと、行政機関・民間事業所そして地域の人と連携が取り合える関係

づくりが大切です。 

普段から声をかけあい、何かあった時には互いに力になれるような近所づきあいが広

がっていくことが求められています。 

関係機関の連携 

 多様化する地域住民が抱える問題に対し、さまざまな機関が連携し協力しあえる関係

づくりがより重要になってきています。 

各機関が専門的分野だけに留まらず、各種相談を受け付け、関係機関と協力して対応

できるよう、取り組んでいく必要があります。 

また、相談機関が増え地域住民にとって便利になる一方で、各機関がばらばらな対応

を取ることがないように連携することも大切です。 

人が集う場ときっかけづくり  

「令和元年度 新潟市の地域福祉に関するアンケート調査」によると、秋葉区は、前

回のアンケートから引き続き、他の区に比べても祭りや盆踊り、運動会などの『地域の

イベント』への参加率が高くなっています。今後もこのような地域住民間の繋がりを大

切にしつつ、継続的な住民の参加を進め、住民同士の連帯感を高めていくような支援が

求められています。 

   また行事だけではなく、地域の茶の間（サロン）や子育てサークルなどの集会や世代

間交流など、多目的な集会が地域に多数できることによって、地域住民が複数の会に参

加することができ、住民同士のかかわりも重層的になっていく事が望まれます。 
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地域の人を発掘活用 

活発であたたかい地域をつくるのはやはり‘人’です。地域活動を持続していくため

には、‘人’を育むだけでなく、積極的に地域活動に参加する‘人’を継続的に発掘し

活用することが必要です。 

そしてこれらの‘人’が自治会やコミュニティ協議会などで活動することや支援をす

ることによって、さらに地域の活動も活発になり、継続的な地域づくりが実現すると考

えます。 

又、関係機関が協力し、拠点づくりなどの地域組織の活動を支援することが必要です。 

人材育成とコーディネート 

地域福祉を推進していくためには個人の活動だけではなく、組織での対応も重要です。 

地域にはコミュニティ協議会の会長をはじめとした役員や、自治会・町内会長そして

民生委員児童委員・主任児童委員（以下民生・児童委員）が地域の多様な生活課題に対

応して活動しています。 

しかし、最近ではプライバシー保護の問題や、近所との交流を持たない世帯が増えて

きており、地域の実情が見えにくい状況になってきました。 

このような状況に対して、地域や行政、社会福祉協議会だけでは対応しきれず、ＮＰ

Ｏ（非営利組織）、ボランティア団体、企業など地域づくりに携わってきた人の経験やノ

ウハウを活かし、ともに取り組む必要が生じています。 

複雑な問題の解決を図るには、関わる側も複数での対応が必要となり、そのためには

かかわる人材の育成とともにコーディネート機能が欠かせません。 

人材の育成の他に、その機能を最大限に活かせるコーディネート機能の充実を図って

いく必要があります。 

安心・安全について 

見守り支えあえる地域 

時代の変遷とともにコミュニケーションも変わり、近所の人との挨拶などがしにくく

なってきています。 

介護や子育てなどご家庭内の大小様々な問題を抱えている方が、お一人で抱え込まな

い様に、様々な救いの手が差し伸べられる地域になる取り組みが必要です。 

問題を抱えている方の負担が重くなり最悪の事態にならないように、公的な相談機関

の充実と同様に、地域の積極的な見守りや支援をしあえる地域づくりが求められます。 

また、うつなどの精神疾患やＤＶ（ドメスティックバイオレンス）、経済的困窮、ひき

こもりなど、表面化されていない問題も地域にはあり、そうした問題に対してさりげな
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い見守りや声かけを行い、必要なときに専門の相談機関につながる地域づくりを考える

必要があります。 

安全で快適な地域づくり 

昨今の異常気象による災害により、地域における防災意識の高まりが見受けられる

ところですが、地域全体での避難訓練などを継続して実施することで、災害に強い地

域づくりが形成されます。 

また、犯罪や事故などから住民を守るための地域の日常的活動は、長期的に持続可

能な体制づくりが必要です。 

健康面・ノーマライゼーション 

健康づくり 

「令和元年度新潟市の地域福祉に関するアンケート調査」の結果によると、自分や家

族の健康・老後に関心が高い一方で、地域の特定健診・各種がん検診の受診率が低いと

いう現状があります。 

健康などに関心があっても日常生活でその予防等にはなかなか取り組めていないの

が現実のようです。 

「自分の健康は自分で守る」という意識を大切にしつつ、地域の健康づくりという考

えに基づいて地域ぐるみで取り組める仕組みを考えていく必要があります。 

また、健康寿命を延ばすために、住民が通いやすい会場で介護予防に取り組めるよう

な支援が必要です。 

ノーマライゼーション 

地域にはさまざまな支援を必要とする人が暮らしています。地域住民が‘障がい’‘高

齢’‘認知症’など、日常のあらゆる場面で生活しにくいと感じることに対して正しい知

識と理解を身につけることによって、接し方や支援について適切な方法をとることがで

きるでしょう。 

また、支援だけでなく日常生活のさりげないふれあいなどもとても大切であり、あた

たかい地域づくりには欠かせないものです。 

これらのことから、障がいのある人をはじめとして地域で支援を必要とする人への正

しい知識を得るための機会を設けるなどの、やさしい地域づくりが求められています。 
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 相談・体制づくり 

地域福祉のネットワークの構築 

地域における様々な問題解決に対応できる地域にしていくために、住民同士や関係する

多くの機関が連携して取り組めるネットワークをつくり、継続して活動していくことが重

要になってきています。 

このようなネットワークの一つである『地域包括ケアシステム』は、高齢者の尊厳の保

持と自立生活の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の

最後まで続けることができるようにする、地域の包括的な支援・サービス提供体制の構築

を目指しています。 

このシステム構築に向けて、住民が主体的に活動に参加し、自らが担い手になっていく

ような、地域づくりが必要とされている中で、住民主体による地域の支え合いしくみづく

りを推進していきます。 

情報共有 

近年、ＳＮＳなど情報伝達手段は大きく変化しており、大量の情報が様々な媒体を通じ

て得られる様になり、地域における活動などに対し理解・協力を得るためには、正しい情

報を適切に伝達することが重要になってきています。 

このような中では、地域で活動している様々な団体の取り組みを、住民に対し適時情報

発信をし、また住民からの声が団体へ伝わるようにするなど、相互理解が得られるような

情報提供が求められてきています。 

このためには関係機関、及び活動団体間で正しい情報を共有することはもちろん、地域

からの情報なども効率的に共有することができるように工夫する必要があります。 
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第4章　地域福祉の展開

１　基本理念秋葉区の目指すべき将来像としての基本理念です。

「人がつながり　　ともに支えあう　　やさしいまち」

この基本目標は、区民一人ひとりが主体的に地域の生活課題に取り組む中で多くの出会いと気づきを重ねながら住民同士の
つながりを深めることを基本とし、お互いを思いやる心、地域でともに助け合い支えあう心、自然にも人にもやさしい心を育み、
誰もが笑顔ではつらつと暮らせる地域福祉の展開を目指して第1期（平成21年度から平成26年度）に定めた基本目標です。

２　　基本目標

秋葉区の目指すべき将来像である基本理念を達成するため、以下の4つの基本目標を定めます。

この基本目標は、秋葉区の地域福祉を推進していく上での方向性を示すものです。

１ 明るく元気な地域づくり

人口減少や少子高齢化に伴い、希薄化した近所づきあいや地域の

支えあいを再度築き上げ、誰もが気軽に楽しく交流できる地域と

なるような活動につとめます。

また、地域の幅広い人材の育成・活用を含め、地域活動の活性化

を目指すとともに地域のボランティアや活動を支えるコーディネート

機能の充実を図り、誰もがいきいきと暮らせるようなひとづくりを進

ます。

２ 安全で安心な地域づくり

防災防犯の観点から、誰もが安全で安心して暮らせるよう、

住民同士で助け合い、そして住民同士があたたかく見守り支えあう

まちづくりを目指します。

３ 健康で豊かな地域づくり

区民一人ひとりが健やかに毎日を過ごすことができるよう、福祉・

保健・医療の連携をはかりながら心と体の健康づくりを推進すると

ともに、ノーマライゼーションの実現と誰もが心の通いあうやさしい

まちづくりを目指します。

４ 相談しやすい体制づくり

必要とされる情報を正しく提供することによって、地域での様々な

活動なども広く地域に周知し、また、地域からの声も活動団体へ

適切に伝えることにより相互理解が得られるようになります。

支援を必要とする方々の様々な声に適切に対応するため、必要な

サービスが適切に提供できるよう支援する関係機関や活動団体の

連携を強化し、さらに様々な窓口が連携して住民の相談に細やかに

対応できるように情報共有体制を整えます。

- 20 -



■第5章 地域福祉活動計画（地区別計画） 

地域福祉活動計画は、地域住民を代表とする団体等が社会福祉協議会と地域

における様々な福祉活動を進めるための計画であり、秋葉区においても１１あ

るコミュニティ協議会ごとに作成した計画を地区別計画としています。 

今期の地区別計画は、令和２年当初に発生した新型コロナウイルスの感染防

止に配慮しながら、地域コミュニティ協議会、各自治会町内会、当推進委員会

委員等の方々による福祉懇談会を開催し策定したものです。 

このため本章に掲載する地区別計画は、作成時点における時点計画となって

います。これを補足するため、計画期間内においても継続して地域コミュニテ

ィ協議会等と社会福祉協議会が協働で内容を検証し追記や見直し等を実施しま

す。 
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１ 明るく元気な地域づくり 
◆子どもも大人もつながりをもとう 

～そんな地域づくりを～ 

→行事の後は全員で話し合い、次回に活かす。 

◆思い切って世代交代を図ってみよう 

→役員を地域で応援する土壌をつくる。 

２ 安全で安心な地域づくり 
◆子どもから高齢者まで安心して暮らせる地域づくり 

→関係機関と連携し、子どもから高齢者まで安心して住み

慣れた場所で暮らせる地域を目指す。 

◆未来へのバトンタッチ～みんなで知恵を出そう～ 

 →安全で安心な地域づくりや課題について考える。 

３ 健康で豊かな地域づくり

◆健康で前向きに自分らしく 

生き続けられるように！！ 

～地域の皆さんを応援します～ 

→“健康寿命の延伸”につなげる。 

４ 相談しやすい体制づくり 
◆聞かせて 教えて あなたのおもい 

→アンケートによる調査、訪問しての声かけでニーズを探る。 

◆向こう三軒両隣 

→隣組のつながりを深め、“見守り・支えあい”を進める。 

◆あなたの身近に福祉委員がいます 

→福祉委員を紹介し、活動内容をお知らせする。 

◆みんなひとりじゃないよ 手をつなごう 

→福祉委員の情報交換の場を設け、相談しやすい環境をつくる。 

◆絆を深めて守ろう 地域の宝！ 

→地域での情報の共有・一元化について考える。 

◆地域の特色                          
新津川が近くにあり、自然環境が良い。

気軽に声をかけあう地域。

◆地域のデータ（令和２年３月末現在）           
・総人口 ９，６４９人（－４３２人）

・世帯数 ３，９７７世帯（＋１４４世帯）

・自治会・町内会数 １３

・年少人口 ９５１人（－１１３人）

・６５歳以上人口 ３，５２７人（＋２８９人）

・７５歳以上人口 １，９２０人（＋２５９人）

・高齢化率 ３６．６％（＋４．５％）

・地域の茶の間・いきいきサロン １４か所
※年少人口：０歳～１４歳の数

  ※高齢化率：総人口に占める６５歳以上の人口の割合

  ※（  ）内の数字は平成２６年３月末現在との比較

■課題の整理 

・住民一人ひとりの困りごとやニーズを把握するためには、福祉委員の役割や活動等の認知度をより 

高める必要がある。 

・自治会、町内会ごとの活動は活発であるが、細長い地形特性があるため、広域的なつながりが薄い。 

■今後の方向性 

・福祉委員の役割、活動を明確に分かりやすく周知し、認知度を高める。 

・各地域の情報交換の場を設定し、活動や課題を共有するとともに、連携を図る。 

新津東部地区 

出会い・ふれあい・見守り・支えあい
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１ 明るく元気な地域づくり 
◆愛さつ運動を継続しよう
→安心な地域づくりにもつなげる。 

◆花壇花苗・球根植え活動等で、花いっぱい
「花のふるさと小合」をアピールしよう 
→花苗植栽を広げる。 

◆「屋号名」呼びでも話が弾み地域の連携を
深めよう 
→隣近所の関係を密にする。 

２ 安全で安心な地域づくり 
◆小合地域自主防災訓練を実施しよう

◆小学生の登下校時の見守り 

（交通安全・防犯）を実施する 

◆「公助・共助・自助」を基本にした助け合いの 

 しくみをつくろう 

３ 健康で豊かな地域づくり 
◆各種スポーツ大会等を実施し、隣近所、地域

の繋がりをつくろう 
◆小合コミセンを拠点とした各種サークル 
活動の継続 
◆健康づくり教室などには積極的に参加しよう

４ 相談しやすい体制づくり 
◆コミ協広報紙「よらねかね小合」を発行し、

情報発信 
◆SNS（会員制交流サイト）を活用した情報発
信 
→スマホを活用した地域の情報の受信。 

◆自治会・町内会とコミ協が地域課題の実現に 
向けて取り組もう 

小合地区
◆地域の特色                         
花、緑、水、環境を大切にする地域。 
人を大切にし、団結力がある地域。 
伝統文化を大切にする地域。 

◆地域のデータ（令和 2年３月末現在）        
・総人口 3,660人（－254人） 
・世帯数 1,246世帯（＋38世帯） 
・自治会・町内会数 14 
・年少人口 366人（－18人） 
・65才以上人口 1,411人（＋124人） 
・75才以上人口 741人（－2人） 
・高齢化率 38.6%（＋5.7%） 
・地域の茶の間・いきいきサロン 12か所 
    ※年少人口：0歳～14歳の数 

 ※高齢化率：総人口に占める65歳以上の 
人口の割合 

    ※（ ）内の数字は平成26年 3月末現在 
との比較 

■今後の方向性 
・少子高齢化社会の進行に対応した助け合いのしくみを構築していく。 
・中学生以上対象にした「全住民アンケート」を実施した結果をもとに、住みよい地域づくりを
考えていく。（人口減少、移動手段等） 

住みたい小合 住みつづけたい 

ふるさと小合 

■課題の整理
・高齢化により、老人クラブの脱退やサロンの運営継続するための担い手不足が生じ、高齢者が 
集う場がなくなっていきている。 
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金津地区 ◆地域の特色
 長い歴史と団結力のある地区。
 里山公園や植物園などの施設がある。
 中学の総合学習に住民が指導者として参加。

◆地域のデータ（令和 2年３月末現在）
・総人口 6,927人（－157人） 
・世帯数 2,880世帯（＋235世帯） 
・自治会・町内会数 11 
・年少人口 628人（－43人） 
・65才以上人口 2,409人（＋3７9人） 
・75才以上人口 1,143人（＋102人） 
・高齢化率 34.8%（＋6.1%） 
・地域の茶の間・いきいきサロン ７か所 
    ※年少人口：0歳～14歳の数 

 ※高齢化率：総人口に占める65歳以上の 
人口の割合 

    ※（ ）内の数字は平成26年 3月末現在 
との比較 

■課題の整理 

・防災や子どもの見守りについては、近所づきあいがもっとも大切であるが、なかなか隣近所に関係性を 

築くのが難しくなっている。 

■今後の方向性 

・地域交流が深まり、着実で持続的な「支え合い」活動が動き出すことにより、地域で安心して暮 

らすことが出来るような事業に取り組んでいく。 

◆各行事に参画してもらうための工夫を

しよう 

→多世代が参加できる行事を企画し実施する。 

◆行事を通じてコミュニケーションを図

っていこう 

→地域のつながりをつくる。 

１ 明るく元気な地域づくり ２ 安全で安心な地域づくり 

３ 健康で豊かな地域づくり ４ 相談しやすい体制づくり 

◆隣同士の人間関係を構築しよう

→コミ協及び自治会で防災訓練を実施していく。 

◆ながら見守りの強化を図っていこう

→普段の生活のなかの自然な見守り体制の構築。 

◆子どもの見守り体制の充実を図っていこう

→オレンジ椅子の活用や子どもとのあいさつの強化

を図っていく。

◆相談しやすい体制づくり

→身近なところで相談できる体制の構築。 

◆SNSを使った情報発信をしよう

→スマホやパソコンを使用した情報環境整備。

◆地区社協や各自治会・町内会で実施する

地域の茶の間やいきいきサロンの活性

化を図ろう 

→高齢者の居場所を増やす。 

我が郷土 さわやかに一声かけ 

笑顔で育む共助の思い 
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１ 明るく元気な地域づくり 

◆小さな輪のつながりが大きな輪へ！
地域にはたくさんの団体（子供会・老人クラブ・奉仕団体・趣味の会な

ど）があり、多種多様である。

→連携を図りながら地域の活性を。

→子供から高齢者までの世代間交流ができる行事の実施。

◆若者に出番を！主役を！ 
→地域の伝統行事（お祭り・賽ノ神・神事など）を核に、若者の参加を

組み込み、次世代の人材育成に。 

◆地域から期待される“しんせき児童クラブ”に！ 
→地域ぐるみで子どもを見守る環境づくり。 

→安心して子育てできる環境づくり。 

２ 安全で安心な地域づくり 

◆防災の基本は地域の和！
→「新関防災の日」で防災意識の向上を。

→リボンを使った安否確認訓練と避難訓練。

→災害に備える家族防災会議の実施。

◆大勢の目で地域を見守ろう！
→“新関安心安全見守り隊”“青色パトロール”

で地域巡視、交通安全、不審者対応の充実。

３ 健康で豊かな地域づくり

◆豊かな心！健全な精神と健康な体！
→地域の豊かな自然に感謝、祖先が残した伝統文化の継承、

郷土愛と隣人愛の醸成。

→“しんせき夢マップ”を活用した里山ウォークや健康

ウォーキングなどで健康増進。

◆健康意識の向上は自分から！
→新潟薬科大学健康自立セミナーの活用と積極的参加。

→お年寄りが集える場と支援体制の拡充、

ボランティアへの参加により自らの健康増進・健康維持を。

４ 相談しやすい体制づくり 

◆“お茶の間サロン”に集まろう！
→地域のお茶の間サロンの充実と支援。

→困りごと・悩みごとを気軽に相談できる場に。

→お茶の間サロン交流会の実施。

◆“絆”“つながり”を大切に！
→今ある“絆”や“つながり”を大切に守りつつ、

新たな関係づくりの推進。

→地域内の助け合い・支え合いの輪の広がりと充実。

→様々な場面に“女性の力”を。

◆地域の特色                            
三本の川に囲まれた、緑豊かな地域。

世代を超えてお互いに挨拶のできる地域。

文化の香り、自然豊かな地域。

◆地域のデータ（令和２年３月末現在）             
・総人口 １，７６１人（－１７９人）

・世帯数 ６５５世帯（＋７世帯）

・自治会・町内会数 ９

・年少人口 １６２人（－１人）

・６５歳以上人口 ７３６人（＋２６人）

・７５歳以上人口 ４１５人（－６０人）

・高齢化率 ４１．８％（＋５．２％）

・地域の茶の間・いきいきサロン ６か所
※年少人口：０歳～１４歳の数

  ※高齢化率：総人口に占める６５歳以上の人口の割合

  ※（  ）内の数字は平成２６年３月末現在との比較

■課題の整理 

・人口減少や高齢化により、地域活動の継続が難しくなってきている。 

・自治会で取り組むもの、コミ協で取り組むもの、連携で取り組むものの整理が必要。 

・社会の急激な変化や多様化に対し、新しい発想と柔軟な感覚で対応する必要がある。 

■今後の方向性 

・行事や活動（今あるもの・新たなもの）を通して、次世代を担う人材の掘り起こしと育成を図る。 

・今後も「新関に住んでよかった」「新関に来てよかった」と思える地域にする。 

・「教育村」という伝統を堅持し、園児や小・中・高校生などの健全育成に寄与している新関を今後も継続する。 

小学校との連携を保ち、「地域と学校のパートナーシップ事業」の継続推進を図る。 

新関地区
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第6章　　計画の推進のために

計画の推進と進行管理

（１）計画の推進

　　　「秋葉区地域福祉計画・地域福祉活動計画」は，住民を主体に据えて各種団体，区社会福祉

　　協議会，区役所がそれぞれの役割を考え，協働して推進していきます。

（２）計画の進行管理と評価

　　　住民・各種団体・事業者・区社会福祉協議会・区役所からなる「秋葉区地域福祉計画・地域福

　　祉活動計画推進委員会」を立ち上げ，計画に対するさまざまな活動の進捗状況を把握し，計画

　　全体の進行管理や点検・評価・見直しを行っていきます。

秋葉区地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会の設置

秋葉区地域福祉計画・地域福祉活

動計画推進委員会

計画の評価、点検、進捗状況の把握、進行管理、

計画の見直し（年2回程度開催）

個人、コミュニティ協議会、ボラン

ティア団体、

自治会・町内会、民生・児童委員、

老人クラブなど

福祉・保健施設、医療機関、

居宅介護支援事業者、

NPO、企業、商店街など

地 域

区民・団体 事業者

秋葉区地域福祉計画の

実施と地域への支援

秋葉区地域福祉活動計画の

実施と地域への支援

秋葉区役所 秋葉区社協

協 働

協

働

協

働
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